
（ 劇場等の定員）  

第 5 1 条 劇場等の関係者は、 次の各号に定める と こ ろ によ り 、 収容人員の適正化に努めなけれ

ばなら ない。  

⑴ 客席の部分ご と に、次のアから ウ ま でによ つて算定し た数の合計数（ 以下「 定員」 と いう 。）

を こ えて客を 入場さ せないこ と 。  

ア 固定式のいす席を 設ける 部分については、 当該部分にある いす席の数に対応する 数。 こ

の場合において、 長いす式のいす席にあつては、 当該いす席の正面幅を 4 0 セン チメ ート

ルで除し て得た数（ １ 未満のはし たの数は、 切り 捨てる も のと する 。 ) と する 。  

イ  立見席を 設ける 部分については、当該部分の床面積を 0 .2 平方メ ート ルで除し て得た数 

ウ  その他の部分については、 当該部分の床面積を 0 .5 平方メ ート ルで除し て得た数 

⑵ 客席内の避難通路に客を 収容し ないこ と 。  

⑶ 一つのま す席には、 屋内の客席にあつては７ 人以上、 屋外の客席にあつては 1 0 人以上の

客を 収容し ないこ と 。  

⑷ 出入口その他公衆の見やすい場所には、 当該劇場等の定員を 記載し た表示板を 設ける と と

も に、 入場し た客の数が定員に達し たと き は、 直ちに満員札を 掲げる こ と 。  

 

【 解説】  

 本条は、 いわゆる 定員管理に関する 規定であっ て、 劇場等について、 その実態に応じ た定員算定方

法を 定め、関係者が守ら なければなら ない、定員外の客の入場禁止並びに定員表示板及び満員札の掲

示、 避難通路への客の収容の禁止及び個々のま す席の最大収容人員について規定し たも のである 。  

 

１  第１ 号 

⑴ 移動式いす席又はま す席について、 ウ によ り 算定し た定員と 、 実質的収容人員( 移動式いす席

はいす席の数、 ま す席は第３ 号によ る 最大定員)と が異なる 場合は、 いずれか少ない数によ る も

のを 定員と し て取り 扱う 。  

⑵ ウ 中「 その他の部分」 と は、 ア又はイ 以外の観覧等の用に供する 部分を いい、 移動式いす席、

ま す席、 たたみ席等を 設ける 部分を いう 。  

 

２  第２ 号 

客席内の通路は、 すべて避難通路に該当し 、 通路の幅及び数等が条例で基準以上であっ ても 、 そ

の部分を 客席と し て使用する こ と は原則的には認めら れない。 し たがっ て、 こ の部分を 立見席、 待

見席、 補助いす席等に使用する こ と はでき ない。  

 

３  第３ 号 

  ま す席の面積は、 屋内にあっ ては３ 平方メ ート ル( 屋外にあっ ては 4 .5 平方メ ート ル) 以上であ

っ ても 、 ７ 名( 屋外にあっ ては 1 0 名) 以上の収容はでき ないこ と と なる 。 ま た、 ま す席ご と に定員

表示を 行なう こ と と さ れている 。  



４  第４ 号 

⑴ 「 その他公衆の見やすい場所」 と は、 入場券発売窓口、 ロ ビ ー中央壁部分等を いう 。  

ま た、 規模の大き い競技場等は出入口等が多い場合がある ので、 その形態、 規模に応じ 、 公衆

の見やすい場所に掲出し なければなら ない。  

⑵ 定員表示板、 満員札の大き さ 、 色については条則第 1 6 条によ り 次のと おり 定めら れている 。 

 

定員表示板 幅 3 0 cm 以上 長さ 2 5 cm 以上 地～白色 文字～黒色 

満 員 札 幅 5 0 cm 以上 長さ 2 5 cm 以上 地～赤色 文字～白色 

 

⑶ 関係者がこ の規定によ り 算出さ れる 定員を 下ま わる 数を 定員と 定め、こ れを 表示する こ と を 妨

げる も のではない。  


